
（北陸地方のコンクリート橋トータルマネジメントシステム）
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拠点研究所を通じた
技術支援と人材育成支援

現場中心のアセットマ

ネジメントの実践経験、

机上では学べない問題

の体験などを通じ、将

来のマネージャー候補

の育成、研究者と現場

マネージャーとのコ

ミュニティの提供など

を拠点研究所が支援

現場が抱える問題点に直

結した技術開発をディレ

クトできる研究者の育成

を最終目標に、出口戦略

を意識した研究活動の実

践を拠点研究所が支援

地域特性に合わせた
オーダーメイド・教育デザイン
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即戦力となるための
インターンの実施

大手企業大学、研究機関



実用化に向けた技術の絞り込みを実施

マイルストーン

２０１４ ２０１５ ２０１６ ２０１７ ２０１８

要素技術の研究開発期間 ☞ 社会実装に向けた技術の展開期間
（ブラッシュアップ）

基盤技術に関わる研究開発（点検・モニタリング・診断技術、構造材料・劣化機構・補修・補強、ロボット、情報・通信）

アセットマネジメント技術の研究開発

☞ 維持管理ガイドライン／マニュアルを整備
☞ 管理技術者がいない／未熟な地方自治体での
円滑な点検管理業務を実施

☞ 点検コスト・点検時間の現状レベル以下を実現
（目標２０％減）

☞ 劣化・損傷に起因する事後保全から予防保全への転換
☞ インフラ構造物の余寿命を１．５倍以上に拡大

○基盤技術を組み合わせたアセットマネジメ
ント技術の開発
○地方自治体のインフラ維持管理への展開
○国際展開へ向けた拠点形成

社会実装に向け、研究開発段階から実務展開に至るスムーズなフェイズシフトを行う

Ａ） ブレークスルー型プロジェクト
新たに実務で使えるようにするための新技術の開発 （新規性・有用性・波及効果・達成度で評価）
Ｂ） イノベーション型プロジェクト
作業効率や精度の著しい向上が可能な技術の開発 （適用性・実用性・波及効果・達成度で評価）

応用展開
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